
TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.1/27 

[アーカイブ版] 

12月生・論文リスタート生向け 

 ２月以降のスケジュールと 

  ポイント 

平林 2023.1/24(火) 

【本日の内容】 

はじめに  ～８月論文に向けて必要な手続～  

※論文リスタート生の場合 出願２／６～２／２７（12月合格者は不要） 

Ⅰ ２月以降のスケジュール 

 １ 参考：2021/2022本試験素点情報 p.3 

 ２ １２→８の場合 スケジュール例とポイント 2-5月 p.4 

 ３ 論文リスタート生の場合 スケジュール例とポイント 2-5月 p.6 

Ⅱ 学習のポイント p.9 

 １ テキストの理解・想起 p.10-14 

 ２ 得点に繋げる(ピーク合わせ/時間配分/やらかし対策) p.15-18 

 ３ 定期的にフィードバックを受ける p.19 

Ⅲ 各種サポートについて p.20 

 

別途配付資料 失敗談とおすすめの学習法 Vol.1・2 

       テキスト写真集 Vol.1 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.2/27 

はじめに ～８月論文に向けて必要な手続～ 

 

□ 論文初年度生の場合 論文対策講義登録 

     通学生･･･会員証書替・登録手続が必要。 

     通信生･･･自動で登録。 

 

論文対策講義（以下、論対）のうち、論文初年度生も４月末までに視聴推奨 

  ・関西 管理会計論 岡本講師（理解強化のため） 

  ・関西 監査論 岡田講師 特に前半（理解強化のため） 

  ・企業法 宮内講師の論対のまず初回（ガイダンスとして） 

その他の論対･･･関東関西共に、過去問演習が中心。主に論文過年度生向け。基

礎答練では超上位だが本試験での応用力が足りない過年度生には適合する。答

練の準備・受験・復習を丁寧に行った上で、さらに余裕があるなら受講。初年

度生が受けるなら、初回を本試験に向けたガイダンスとして受けるか、５月や

７月末など（アクセス・答練が少ない時期に、初見の問題として）。 

 

□【重要！】論文リスタート生の場合 

   令和５年第Ⅱ回本試験出願時に出願手続 

        ネット出願：２/６ - ２／２７ 

 

１２月合格者の場合は、出願手続不要。 

８月論文時も、１２月短答時の受験票を持って行く。 

 

５月短答を受ける場合 

 ・２月中旬～下旬にかけて、短答各科目１回ずつ短答フォロー講義有り。 

 ・３月下旬から５月短答向け短答直前答練３回＋全国模試一回有り。 

 参照：Web School「講座からのお知らせ」欄 

   12/8付「12月短答式試験終了後 受講カリキュラムについてのご案内」 



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.3/27 

１ 参考：2021/22本試験素点情報 素点１点で偏差値がどれだけ動くか？ (開示答案から分析) 

令和３年（2021）                令和４年（2022） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （前年）  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.4/27 

２ １２→８の場合 スケジュール例とポイント ２・３月 

●･･･３月末までに実施/○･･･４月模試前までに実施/下線…５８生との相違点※以下、答練日程は日吉校を参考に記載 
  ポイント 

２月 ●財計・管理 論文アクセス（管理は理論

部分含む）４月頭にかけて全１０回 

●財計 論文基礎答練 (2/6、2/13、2/27) 

●管理 論文基礎答練 (2/7、2/21、2/27) 

●監査論 論文基礎答練※テキスト参照可   

 (2/9、2/23、3/9) 

●企業法論文基礎答練 ※テキスト参照可 

 (2/9、2/17、2/24、3/10） 

 2/10-租税アクセス 

○租税法基礎答練(3/15,3/29,4/5) 

○経営学基礎答練(新宿が２月下旬以降) 

不足している力を分析。財理と租税（特に法人税①）は毎日取り組む。 

理論科目について、納得感を重視。丸暗記を減らす。 

租税経営の講義消化・例題・トレーニング復習など。 

★計算が苦手な場合、２月頭には固めたい。 

★企業法と租税法の答練は、どうしても詰まったらテキスト参照可。ずらさず受ける。 

 監査論も参照可（ポイントだけでも説明できるようにしてほしいが）。財理は×、覚え始める。 

★財務理論のテキスト理解が不足している場合、４月頭までであれば、講義を倍速で見直してもよい（p.10）。

理解強化のため、管理･･･関西 岡本講師 管理会計 論対前半を受講。 

監査論･･･テキストチェックゼミ初回と岡田講師論文対策講義前半を受講。 

３月 ○監査論 論文応用答練(3/23、4/6) 

○企業法・論文応用答練(3/17、3/31) 

○財計 論文応用答練（3/13、3/27） 

○管理 論文応用答練（3/21、3/22） 

論文の回転下準備を済ませていく。 

答練範囲に合わせ、理解強化・覚えるべき知識の特定・強調。 

★企業法はまず理解・精読・組み立て方を知る。論証例の暗記は４月模試前から少しずつなど（５８生は５月短

答以降） 

  各科目のポイント･･･12/13 論文学習法セミナーレジュメ参照 

  論文答練を受ける前に、各科目、答案作成ポイント講義を受講（Web School 配信） 

    企業法論文答練･･･全国模試以外はテキスト参照可（監査論も OK。財理は見ないで取り組む）。スタート 10 分は自力で頑張る。復習時は分析。 

       ①テキストを見ないで書けた箇所 ②見たら書けた箇所(4 月模試前から少しずつ覚え始める ③見ても書けなかった箇所（理解不足・読み取りや組立て△等） 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.5/27 

 １２→８の場合 スケジュール例とポイント ４・５月        

●･･･３月末までに実施/○･･･４月模試までに実施/下線…５８生との相違点※以下、答練日程は日吉校を参考に記載 
  ポイント 

４月 租税法応用答練(4/12,4/19) 

経営学応用答練(4 月以降) 

 

 

4/25-27 頃 論文全国模試１ 

財理・監査論・企業法は、答練の出題範囲にまだなっていなかった章の回転下準備も済ませる。 

３月末までに固めたテキストの理解を土台として、 

４月模試に向けて１周＋α回転する。 

範囲指定がなくなるため、まずは全大問で凹みをならす意識。 

５月 理論補強答練２回ずつ（管理以外） インプット強化のため、未受講分があれば、論対 関西 管理岡本講師・監査論岡田講師 受講。 

アウトプット強化のため、企業法論対 未受講分やテキストチェックゼミ受講など。 

これまでのアクセスや答練の復習。 

初見の計算問題として、財務計算の論文対策講義、管理会計の論文対策講義を数回使ってもよい。 

 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.6/27 

 



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.7/27 

３ 論文リスタート生の場合 スケジュール例とポイント ２・３月 

  ●３月頭までに実施/○･･･４月頭までに実施/紫・下線・取消線は１２月生との相違点※以下、答練日程は日吉校を参考に記載 

  ポイント 

２月 ●財計・管理 論文アクセス（管理は理論

部分含む）４月頭にかけて全１０回 

●財計 論文基礎答練 (2/6、2/13、2/27) 

●管理 論文基礎答練 (2/7、2/21、2/27) 

●監査論 論文基礎答練※テキスト参照可   

 (2/9、2/23、3/9) 

●企業法論文基礎答練(※テキスト参照△) 

 (2/9、2/17、2/24、3/10） 

 2/10-租税アクセス 

○租税法基礎答練(3/15,3/29,4/5) 

○経営学基礎答練(新宿が２月下旬以降) 

不足している力を分析。財理と租税（特に法人税①）は毎日取り組む。 

理論科目について、納得感を重視。丸暗記を減らす。３月末にかけて、 

財理は Web 論点別講義を全て見直しても OK。特に、２－６章。 

租税経営の講義消化・例題・トレーニング復習など。 

★計算が苦手な場合２月頭には固めたい。基礎答練が余裕で A 判定であれば、関東論対活用検討。 

★管理会計論テキストチェックゼミに、最低１度は丁寧に準備してパネリストとして参加。 

★企業法と租税法の答練は、どうしても詰まったらテキスト参照可。ずらさず受ける。 

 監査論も参照可（ポイントだけでも説明できるようにしてほしいが）。財理は×、覚え始める。 

★財務理論のテキスト理解が不足している場合、４月頭頃までであれば、講義を倍速で見直してもよい(p.10）。 

理解強化のため、管理･･･関西 岡本講師 管理会計 論対前半を受講。 

監査論･･･テキストチェックゼミ初回と論文対策講義前半を受講。 

３月 ○監査論 論文応用答練(3/23、4/6) 

○企業法・論文応用答練(3/17、3/31) 

○財計 論文応用答練（3/13、3/27） 

○管理 論文応用答練（3/21、3/22） 

論文の回転下準備を済ませていく。 

答練範囲に合わせ、理解強化・覚えるべき知識の特定・強調。 

★企業法はまず理解・精読・組み立て方を知る。論証例の暗記は４月模試前に少しずつなど 

  11 月末実施 論文リスタートホームルームと、岡本講師 論文管理会計論セミナー視聴（Web School「講座からのお知らせ」欄アーカイブページ） 

  各科目のポイント･･･12/13 論文学習法セミナーレジュメ参照 

  論文答練を受ける前に、各科目、答案作成ポイント講義を受講（Web School 配信）  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.8/27 

３ 論文リスタート生の場合 スケジュール例とポイント ４・５月 

紫・下線・取消線は１２月生との相違点※以下、答練日程は日吉校を参考に記載 
  ポイント 

４月 租税法応用答練(4/12,4/19) 

経営学応用答練(4 月以降) 

 

 

4/25-27 頃 論文全国模試１ 

財理・監査論・企業法は、答練の出題範囲にまだなっていなかった章の回転下準備も済ませる。 

３月末までに固めたテキストの理解を土台として、 

４月模試に向けて１周＋α回転する。 

範囲指定がなくなるため、まずは全大問で凹みをならす意識。 

守り切った上で、上位を目指す。 

５月 理論補強答練２回ずつ（管理以外） インプット強化のため、未受講分があれば、論対 関西 管理岡本講師・監査論岡田講師 受講。 

アウトプット強化のため、企業法論対 未受講分やテキストチェックゼミ受講など。 

これまでのアクセスや答練の復習。 

初見の計算問題として、財務計算の論文対策講義、管理会計の論文対策講義を数回使ってもよい。 

 



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.9/27 

Ⅱ 学習のポイント 

まずは、自分に今不足している力を分析。 

テキストの理解・想起 

得点に繋げる(ピーク合わせ/時間配分/やらかし対策) 

これまでの教材で、どんな積み残しがあるか書き出す。 

１２月生の場合     短答式試験 難易度Ａの正解状況 

論文リスタート生の場合 本試験の大問ごとの偏差値・素点 

 

     財務計算のパワーアップ問題は、ぜひ活用する。 

    Web School「教材」 

      

12/13論文式学習法セミナー p.7（Web School「講座からのお知らせ」欄）  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.10/27 

１ テキストの理解・想起（２～３月） 

⑴ テキストの理解 

３月末頃までに目指す状態 

◎ 理論科目について、規定の理屈について納得感がある。 

◎ 複数論点で、比較ができる。共通点・相違点が説明できる。 

◎ 具体例が挙げられる。 

 

 理解強化のため、管理･･･岡本講師論文対策講義 

         監査論･･･岡田講師論文対策講義 を活用。 

 

★財務理論のテキスト２－６章は倍速で受け直し、今のうちに 

会計理論の基礎的な考え方を再確認した方がよい。 

特に、５章 p.39～６章の p.55資産会計総論 費用配分の原則。 

 

財務理論・監査論 LINEオープンチャットの、ノート・質問回答活用。 

参加方法：Web School「講座からのお知らせ」欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.11/27 

⑵ テキストの想起 

 

      △テキストや解説を「見ればわかる」 

      ◎テキストを想起し、本試験中に「使える」状態 

 

★重要な箇所を覚え切るためには、メリハリが必要。 

  参考：合格者の失敗談・テキスト写真集 

  （付箋/問題集からテキストへマーク/重要度を意識） 

 

○様々なアウトプット教材を用いて、理解不足や、想起できない穴を探す。 

 

★論文問題集や答練以外に、下記をアウトプット教材として活用。 

財務理論 テキスト章扉「word」 

監査論テキスト節扉 「重要コンセプト」「学習上のポイント」 

各科目テキスト目次 

テキストチェックゼミ PDF/動画（財務計算・管理・監査論） 

  ※Web School「講座からのお知らせ」アーカイブページ 

 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.12/27 

【論文直前期に向けた回転下準備(全国模試１前までに実施)】 

①[企業法以外]論文問題集からテキスト周辺を想起（まずは論点のページ見

開きの位置から） 

②テキストにマーク（直前期に強弱を付けて覚える）･ 

③周辺テキストを確認。理解不足やその他の重要な箇所を復習 

    参照：配付資料 合格者テキスト写真集 

イメージ：受験上もリスクアプローチを意識する。 

まずはリスク評価（出やすい所・出方を把握） 

   ↓ 

  リスクの高低に応じて、強弱を付けて暗記など注力。 

× 重要性の高い論点だけ取り組む 

○ 重要性が相対的に低い論点は、分析的手続（出た場合にどこ

までは押さえるか対応を決める、最低限の理解など）は取り組む

など。これまで「切って」いた論点については、（重要度を意識

しつつ）３月末まではできるだけ回復。 

 

【重要】アウトプット時のポイント 全科目共通 

１ 問題を解く（解けなかった重要な箇所は、原因分析） 

  ↓ 

２ テキストの周辺知識まで想起できるか？ 

  ↓  

３ 想起や理解に大きな漏れがないか、 

  テキスト周辺論点確認 

参考：１２月末実施企業法/監査論 Q&A宮内講師・岡田講師の回答共有 

           （Web School「教材」欄）  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.13/27 

【論文向け】 

３月までに、財理の各章の論文論点をまず一通り確認。回転下準備。 

答練出題範囲について、論文重要度「★」の数に応じて 

理解/何度も想起(納得感を大事に、丸暗記を減らす）。 

  重要度★★★･･･できるだけ専門用語を使って理屈が丁寧に説明できる。 

      ★★ ･･･相手に伝わるレベルで、要点が説明できる。 

       [イメージ]将来経理部の方に処理の理屈を聞かれた際に、 

            一言でなんと説明するか？ 

 

８月論文時 

◎テキストを思い出して、論文で重要な論点を「説明できる」状態。 

◎覚えていない箇所や知らない話が問われても、テキストの関連分野基礎知識

を用いて２行ほど答えられる状態（部分点を取る練習。応用答練などで練習） 

 

参考：各科目の答案作成ポイント講義 

   Web School「教材」欄･･･12/13配信論文学習法セミナー・財理論文学習法 

   レジュメ・財理重要概念一覧(短答前からある程度覚えるべき重要な概念) 

   監査論･･･岡田講師 論文対策講義初回など 

 

徐々に、基準集が使える状態にしていく。（監査論/租税法/財務理論/企業法） 

【ポイント】論文時には、細かい短答の知識暗記は不要となる。 

   例：金利スワップ特例処理が使えるための条件･･･基準集に記載有り。 

 

  



TAC 平林 12 月生・論文リスタート生向け 

２月以降のスケジュールとポイント p.14/27 

Q.基準集を購入するタイミングは？ 

→2月以降で ok。 

前年度のものを持っている場合、租税/監査は買い直す見込み。別途案内。 

財理は 4月には TAC からプレゼント予定だが、少し先になるため、古本で早め

に入手しても ok。 

 

ネットで軽く見てみる場合には、会計基準のうち、「結論の背景」から手前は

本試験でも参照可能（定義・計算処理や要件部分など）。 

結論の背景から後の理屈部分は、【略】とされて読めない。 

    →重要度を参考にしつつ、テキストの理屈部分を覚える。 

 

３月末までに、金融商品会計に関する会計基準と、収益認識に関する会計基準

はまず見てみる。企業会計原則・連結会計や企業結合・事業分離なども便利。 

  

 参考：財理論文学習法レジュメ（Web School「教材」欄） 
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２ 得点に繋げる 

⑴ ピークを合わせる 

一度理解・覚えた知識を、本試験までに新鮮にし直すには？ 

 

【目安】 

計算や理論科目の【全体点検】 

    →試験前「10日～２週間以内」を意識。 

 

細かい暗記の精度が問われるもの・覚えにくいもの 

    →試験前「１週間以内」を意識。 

     付箋などを活用して、メリハリを付ける。 
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⑵ 時間配分 

 

原因例 

○インプット不足 

例：処理を間違えて数字が合わず、戻ることが多い。 

    ★テキスト目次やテキストチェックゼミ資料を使った想起学習 

     を行い、計算処理の想起スピードを速くする。まずは正確性。 

 

○アウトプット不足 

例：単純に下書きのスピードが遅い。総合問題を解き慣れていない。 

→パワーアップ問題（２月頃まで）や論文アクセスの難易度 A部分を、 

 制限時間マイナス 10-20分で解答できるまで何度か練習など。 

   （単になぞるだけの学習にならないよう、最低２週間空けるなど） 

 

 

○試験中の難易度の読み取りや見積ができない（特に管理） 

 解説講義を受講する。岡本講師論対を受講。基本事項を覚え切る。 

 

○数字が合わない場合に、執着してしまう 

 →答練時、本試験だと思って切り上げを試す。 

 

    ★自信が持てる基礎的な論点を増えてくると、 

難易度が高い問題に執着しなくなる。 
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⑶ やらかしを防ぐ工夫 

 

【計算科目 論文でよく伺う失敗談】 

 電卓を打つのが久々で、計算ミス。 

 

 同じ問題ばかりずっと解き直しており、 

 初見で慎重さが不足した。 

 

★論文直前期も、インプット確認・暗記だけでなく、 

 適宜本試験中の作業プロセス等を意識して、アウトプット練習を行う。 

 

【理論科目 論文でよく伺う失敗談】 

 問題の重要な指示を読み飛ばし、論点ズレした。 

 

 

◎解く際の行動を詳しく振り返る。 

◎内容に応じて具体的な対策を立てる。初見の問題で試す。 

 

 

 

その他、大問ごとに偏差値が凹む原因例は 

論文学習法セミナーレジュメ p.30-を参照 
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３ 定期的にフィードバックを受ける 

よく伺う失敗談   参照：合格者からのメッセージ集 

 

●完璧主義に陥ってしまった。 

●重要度の強弱を付ける意識が足りなかった。 

●自己判断で、重要な論点を切ってしまっていた。 

●テキストではなく、答練を中心に回していた。 

●過年度答練や他校教材に手を広げて、テキスト暗記やピーク合わせが不足。 

●無理な計画を立て、睡眠時間を削り体調を崩した。 

●答練の実施がずれて投げやりな気持ちになり、放置してしまった。 

●科目の先生と話したことがなく、自分が「理解した気になっている」ことに 

 気づけなかった。特に、理論科目。 

●人と話さず、アウトプット不足→質問コーナーで講師やチューターに説明す 

 ることで、理解が強化されるようになった。 

●論文式試験合格者と話したことがなく、最終的にテキストについてどの程度 

 の理解・想起が必要か、体感できていなかった。 

 

※講師/チューターへの質問/相談時、自己分析した結果や、 

 やろうと考えていること、問題用紙下書き/答案を持参すると効果的。 

 

個別成績・学習方法相談（予約制）だけでなく、 

定期的に対面/zoom質問コーナー・相談会等で 

各科目の講師やチューター・合格者と話す。 

 

自己分析の結果や学習の方向性・優先順位が 

大きく誤っていないか、定期的に確認・軌道修正 

日々の自習・答練時にも、自己分析・改善を繰り返す。 

 

概ね、各科目月１回は質問へ行っている合格者が多い(特に、理論科目)。  
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Ⅲ 各種サポートについて 

近日中に実施する相談会等 

対面相談会  ★相談会日程追加は公式 LINEでお知らせ(p.19) 

１/29(日)水道橋校 14-17時 

        平林/藤野/合格者８名(58合格者２名) 

２/18(土)広島 14-18時 平林/合格者数名予定 

２/19(日)福岡 13-17時 平林/合格者数名予定 

３/11(土)札幌 14-18時 平林/合格者数名予定 

３/12(日)仙台 14-18時 平林/小野/安達/合格者数名予定 

 

試行運用 

２/４(土)９―１７時 zoom 質問ルーム/自習室 

【担当講師】（運営：平林） 

財務計算 藤野  9-11 時 

監査論  岡田  10-12時 

租税法  東海林 13-15時 

財務計算 竹内  15-17時 

企業法   宮内  15-17時 

その他合格者１０名待機（常時５８合格者１名待機） 

その他現在確定 

２/２３(木/祝)９―１７実施 宮内講師（16-18） 

３/５ (日)  ９―１７実施  宮内講師(15-17)  

３/２１(火/祝)９―２１実施 岡田講師(午前) 宮内講師(16-18) 

              岡本講師(19-21) 

zoom のブレイクアウトルーム機能を使って、講師・合格者 1 人対受講生複数の質問コーナーを講師

ごと・合格者ごとに設定します。メインルームは自習室とします。 

zoom 質問コーナーと操作方法は基本的に同様です。 

当日操作方法や何かお困りごとがありましたら、ヘルプボタンで平林が伺います。 
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ＬＩＮＥオープンチャットを活用した質問対応 【平林 学習法等相談用 財理と分けて新設】 

                                      詳細･･･Web School「講座からのお知らせ」欄 
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公式 LINE による重要情報通知サービス 
公式 LINEで、時期ごとのポイント・セミナー/相談会実施情報・答練出題範囲/講

義日程公表等、見逃しがちな重要情報についてお知らせしています。 

 

2 月以降、下記 3 つのアカウントで状況別に配信します。 

受け取りたい情報に応じて、選択/友達追加のほど、よろしくお

願いいたします。 

 

▼23目標 論文関連情報（LINE ID：@23tac_ron） 

  https://lin.ee/HNXTlMw 

     

     ※論文関連情報についてのみ通知 

 

▼【新設】23 目標 58 目標生向け（LINE ID：@23tac58） 

https://lin.ee/GZRizG1 

          ※短答/論文双方について、 

               関連情報を通知 

  

 

▼23目標 5月専念生向け（LINE ID ：@23tac_5） 

https://lin.ee/StnmHys 

    

            ※5月まで短答関連情報のみ 

            通知を受け取りたい方向け 

 

------------------------------------------------------------------------ 

【アカウント以降に伴い、2月以降 メッセージ配信停止】 

・短答初年度生向け（LINEID：@23tac） 

・短答リスタート生向け（LINE ID：＠23tac_tan） 
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質問コーナー・個別相談 

日程：質問・相談コーナー｜公認会計士｜資格の学校 TAC[タック] (tac-school.co.jp) 

 

★専念期間が３年以上などで将来への不安がある場合は、 

 下記、就職サポートへ。転職・退職専念などの相談も可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.tac-school.co.jp/kouza_kaikei/kaikei_gd_situmon.html
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【 M E M O 】 


